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おわりに
はじめに
　今年度私たちは、グローバルスタディ４（アメリカ研修）を履修した。この授業はグローバルな見識を養うこと
を目標とした科目で、①事前学習の講義、②6000字以上の事前学習関連レポート、③設定課題を基軸としたアメリ
カ現地研修、④事後学習、⑤公開プレゼンテーション、⑥12000字以上の包括的修了レポートで構成される非常に
ボリュームのあるものであった。現在、全ての学習プログラムを終了して、相当な学力、能力を伸ばすことができ
たと確信している。
　日本にいるだけではなかなか得ることができない「経験・発見・視野の拡大」といったものを、海外渡航はもた
らし自分たちの人間的なレベルアップにつながると思ったことから、私たちはグローバルスタディ４（アメリカ研
修）に参加した。実際、私たち３人にとって、アメリカは初めての訪問で、現地の人との徹底した対話、多数のエ
リアの視察等を含め、全行動の一瞬一瞬が驚きと新鮮な刺激の連続であり、全員の知的・人間的なレベルアップに
つながったことを確信している。
　このエッセイでは、グローバルスタディ４の学習プログラムの全体像、事前学習の内容、そしてアメリカ現地研
修での体験などについて述べたい。
１．グローバルスタディ４の学習プログラムの全体像
　グローバルスタディ４は、講義・ディスカッション等によるアメリカ関連の専門知識を学び、その上で実際に、
アメリカに行き、知識の深化と新しい体験によって、知的、人間的なレベルアップを実現するところに、基本コン
セプトをおき学習を展開させている。
　具体的な学習内容は、フェーズ１の事前学習では、15回の講義によって、膨大なアメリカ関連の専門知識を習い、
フェーズ２の事前学習関連レポート6000字以上で習った知識の定着をはかり、フェーズ３のアメリカ現地研修で、
実際にアメリカに行き、知識の深化、視野の拡大を目指す。フェーズ４では、事後学習として、現地研修で得た知識・
経験を整理し、フェーズ５で、公開プレゼンテーションを行い、フェーズ６として、12000字以上の包括的修了レ
ポートを完成させるというものである。
〔グローバル教育〕
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図１：グローバルスタディ４の基本コンセプト
講義・ディスカッション等による
アメリカ関連の専門知識の理解
アメリカ現地での研修によ
る知識深化と新しい体験
知的・人間的なレベルアップを実現
表１：グローバルスタディ４の学習プログラムの内容
フェーズ１ 事前学習（15 回の講義）
フェーズ２ 事前学習関連レポート（6000 字以上）
フェーズ３
アメリカ現地研修
（設定課題に合致したエリアでの集中的学習・視察）
フェーズ４ 事後学習（現地研修で得た知識・経験の整理）
フェーズ５ 公開プレゼンテーション
フェーズ６ 包括的修了レポート（12000 字以上）
２．事前学習の学習内容
　事前学習での学習内容を紹介したい。事前学習は講義・討論形式で15回行われた。事前学習では最初に、アメリ
カのPPF、すなわち、Past（歴史）・Present（現状）・ Future（未来）について幅広く学習した。具体的には、1600
年代から1900年代・2000年以降までのアメリカの歴史を、経済、経営、文化などの視点から学んだ。さらに、大胆
な政策転換を可能にするアメリカ大統領制、フェデラリズム、全世界に影響を与える外交・安全保障政策、国家的
復元力のケーススタディ、空間設計の特徴などを学んだ。
　事前学習の12回目以降は、アメリカ現地研修に向けて設定した課題である、「オバマ政権下のアメリカ経済の変
化と人々の生活実感」というテーマに沿った学習を行った。この設定課題は、2008年のリーマンショック以降の世
界的な経済危機に立ち向かうことを、一つの大きな使命として誕生したオバマ政権に対して、人々がどう感じてい
るかを探究するというものであった。
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表２：事前学習の学習内容
１ グローバル化時代におけるアメリカの卓越性
２ アメリカの Past Ⅰ（1600 年代）
３ アメリカの Past Ⅱ（1700 年代）
４ アメリカの Past Ⅲ（1800 年代）
５ アメリカの Past Ⅳ（1900 年代・2000 年以降）
６ アメリカの政策転換システム
７ アメリカにおけるフェデラリズムと地域的独創性の形成
８ 国際政治経済の変化とアメリカの外交・安全保障戦略
９ 成熟先進国段階におけるアメリカの危機と国家的復元力に関するケーススタディ
10 アメリカにおける空間利用の独創性とライフスタイル・メンタリティへの影響・設定課題の検討
11 国際政治経済の長期予測とアメリカの未来・設定課題の検討
12 オバマ政権下のアメリカ経済の変化と人々の生活実感Ⅰ（設定課題関連講義）
13 オバマ政権下のアメリカ経済の変化と人々の生活実感Ⅱ（設定課題関連講義）
14 オバマ政権下のアメリカ経済の変化と人々の生活実感Ⅲ（設定課題関連講義）
15 オバマ政権下のアメリカ経済の変化と人々の生活実感Ⅳ（設定課題関連講義）
３．アメリカ現地研修
　アメリカ現地研修での活動について報告したい。アメリカ現地研修は、設定課題「オバマ政権下のアメリカ経済
の変化と人々の生活実感」を念頭に置き、2011年９月11日から19日の間に以下のように実施した。
３．１．シカゴ
　９月11日に最初シカゴに飛んだ。シカゴはオバマが大学卒業後、本格的に仕事に挑戦し、オバマを改革派弁護士・
上院議員・大統領へと飛躍させていく原動力となった、いわば「オバマのホームタウン」と言えるまちである。
　また、シカゴは、アメリカの歴代政権に関係する主要人物を数多く輩出し、さらに、アメリカ経済・世界経済に
圧倒的な影響力を与えているシカゴマーカンタイル取引所や世界的な企業などが存在する、アメリカの司令塔的な
エリアでもあった。
　私たちは第１にリサーチ活動として、2008年11月の大統領選挙でオバマが歴史的な勝利演説を行った「グラント
パーク」を中心に、現地の人々にオバマ政権の経済政策・社会政策、政権交替以降の生活実感の変化についてヒア
リングを行った。人々の多くは、国民皆保険制度に象徴されるオバマの人間思いの政策スタンスを、高く評価して
いた。自分達がオバマをホワイトハウスに送り出したという誇りと責任感を感じているようで、最後まで応援して
行きたいと語っていた。
　第２に、専門知識深化のための活動として、世界中の多様な資源・食糧・株式・通貨等の価格に影響を与え世界
経済に絶大な影響を与えているシカゴマーカンタイル取引所、オバマ政権も含め米国歴代政権の国家戦略、政策に
大きな影響を与えてきたシカゴ大学を視察した。
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―シカゴ―
―シカゴ・グラントパークでのヒアリング活動―
長岡大学生涯学習センター『生涯学習研究年報』第６号（通巻第 15 号）
− 20 − − 21 −
―シカゴ・グラントパークでのヒアリング活動―
―シカゴマーカンタイル取引所―
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―シカゴ大学―
３．２．ニューヨーク
　シカゴでの研修後ニューヨークに移動した。世界経済の中心ニューヨークは、無数の大企業がグローバルスケー
ルでビジネスチャンスをつかもうと必死になって戦っている大都会で、その猛烈なエネルギーに圧倒された。
　私たちは第１に、世界有数の投資銀行等金融機関が集中するウォールストリートに行き、ヒアリング活動を実施
した。ウォールストリートのビジネスパーソン達の多くは、リーマンショック直後の経済の致命的危機を回避させ
たオバマ政権の政策については評価しつつも、約９％という高い失業率が象徴するように、劇的には経済が回復し
ていないことへの失望を感じているようだった。しかし、ビジネスパーソン達の多くは、基本的に経済というのは、
民間企業のダイナミックなアクション、イノベーション、パワーが開放され発揮される中で成長していくもので、
そのうち再び新しい流れが生まれて良くなると語り、意外に楽観的だった。具体的な経済政策については、テキサ
ス州での急激な雇用回復が示すように、アメリカ経済では州レベルの政策がむしろ重要ではないかと語る人が多か
ったのも印象的だった。
　第２に、ミッドタウン、アッパーイーストサイド等、ニューヨーク市の広範なエリアで、金融ビジネスに携わる
人以外の人達を対象にヒアリング活動を行った。人々は、オバマ大統領への好感を持ちつつも、政権発足後２年半
が経過しても、全般的な景気回復の成果が出ず、所得減少、雇用に関する不安を感じているようだった。しかし、
いろいろ大変だけれども2012年には大統領選挙もあるし、アメリカはいつだって変化できる国家だから心配ないと、
語る人が多かった。
　総じてニューヨークでのヒアリング活動を通じて、とても楽観的でたくましいアメリカ人の思考回路や、確実な
社会の転換を可能にする大統領制への信頼と期待の思いにふれ、アメリカという国家の底力を実感した。
　第３に、ニューヨーク連邦準備銀行、国際連合等、米国と世界に影響を与える機関を視察し、アメリカの戦略構
築の詳細を考察した。
　さらに、アメリカが独立宣言を果たし国家的危機に直面し進路に迷った時に回帰する原点の地であるフィラデル
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フィアを訪問し、今後のアメリカの未来についても思索した。
　アメリカ現地研修で最も感銘したことは、アメリカが、世界から、常に、移民を受け入れ、世界の人々にチャン
スを与えているということであった。私たちは実際に、旧ユーゴスラビア、メキシコ、イスラエル、エチオピア、
ケニアからやってきた方と交流した。世界中にルーツを持つ世界の人達と交流する中で自然に、国籍、民族、人種
などの差異を超越し、みなおなじ人間として、助け合って生きていくべきだという「グローバルマインド」を、心
の中に確立することができた。
―ニューヨーク―
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―ウォールストリートでのヒアリング活動―
―ウォールストリートでのヒアリング活動―
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―ニューヨークでのヒアリング活動―
―ニューヨーク連邦準備銀行―
− 26 −
―国際連合―
おわりに
　グローバルスタディ４での学習を終えて私たちが実感した最大のことの一つは、アメリカという国のスケールの
大きさだった。
　事前学習の講義等でアメリカはとても広大であらゆる点で圧倒的なパワーのある国だということを学習した。ア
メリカ現地を視察した時に理解した、そのスケールの大きさ、パワー、エネルギーは、予想をはるかに超えるもの
だった。広大な風景、巨大で大胆かつ独創的な建築物、自由なビジネスやライフスタイルを許容する街の雰囲気、
世界中の民族が集中する超多民族社会、すさまじい競争社会が醸し出すエネルギー、激闘の生活にもかかわらず決
して忘れない人間へのやさしさと気さくさ等に圧倒された。
　グローバルスタディ４での学習を通じて、自分たちなりに知的にも人間的にも、レベルアップができたことを確
信している。今後も、勉学にはげみ、多くの体験をつみ、地域や世界の人間に尽くせる、立派な人材に成長して参
りたいと決意している。
